
  
総
合
計
画
と
は

　
市
が
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上

で
の
指
針
と
な
る
中
長
期
的
な
計
画
で
、

あ
ら
ゆ
る
計
画
の
最
上
位
に
位
置
づ
け

ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
総
合
計
画
に
は
、「
N
A
R 

I
T
A
み
ら
い
プ
ラ
ン
」
と
い
う
名
称

を
付
け
ま
し
た
。
こ
の
名
称
に
は
、
国

際
空
港
都
市
と
し
て
の
本
市
の
イ
メ
ー

ジ
と
、
次
世
代
に
向
け
た
未
来
志
向
の

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

  

三
層
構
造
で
期
間
は
12
年

　
「
N
A
R
I
T
A
み
ら
い
プ
ラ
ン
」

は
、
市
の
将
来
像
を
描
い
た
「
基
本
構

想
」
、
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
施

策
を
示
す
「
基
本
計
画
」
、
施
策
を
実

現
す
る
た
め
の
「
実
施
計
画
」
に
よ
る

三
層
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す（
下
図
）。

　
「
基
本
構
想
」
の
期
間
は
12
年
間
と

し
、「
基
本
計
画
」
は
4
年
ご
と
に
3

期
に
分
け
る
こ
と
で
、
柔
軟
性
と
実
効

性
を
持
た
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
実
施
計
画
」
の
期
間
は
3

年
間
と
し
、
事
業
の
見
直
し
を
毎
年
行

う
こ
と
で
、
よ
り
実
践
的
な
計
画
と
し

て
適
切
な
進
行
管
理
が
な
さ
れ
ま
す
。

  

市
民
と
作
り
上
げ
ま
し
た

　
「
N
A
R
I
T
A
み
ら
い
プ
ラ
ン
」

の
策
定
に
は
、
約
2
年
の
期
間
を
要
し

ま
し
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
総
合

計
画
審
議
会
や
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

市
民
意
識
調
査
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
な
ど
、
積
極
的
な
市
民
参
画
を
図
り

ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
が
反
映
さ
れ

た
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

将
来
都
市
像
実
現
の
た
め

　
12
年
後
の
市
の
姿
で
あ
る
「
将
来

都
市
像
」
は
、「
住
ん
で
よ
し 

働
い
て

よ
し 

訪
れ
て
よ
し
の
生
涯
を
完
結
で

き
る
空
の
港
ま
ち 

な
り
た
」
と
し
ま

し
た
。

　
そ
の
実
現
に
向
け
て
6
つ
の
「
基
本

方
向
」
を
掲
げ
、
さ
ら
に
、
16
の
「
基

本
目
標
」
、
44
の
「
基
本
施
策
」
を
体

系
付
け
、
具
体
的
な
事
業
を
展
開
し
て

い
き
ま
す（
7
ペ
ー
ジ
）。

  

プ
ラ
ン
に
沿
っ
て

  

成
田
の
魅
力
を
向
上

　
ま
た
、
将
来
都
市
像
の
実
現
に
当

た
っ
て
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
姿

勢
」
と
し
て
、
次
の
3
つ
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

◦
若
者
や
子
育
て
世
代
に
魅
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

◦
医
療
・
福
祉
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く

り
◦
空
港
と
共
に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り

　
市
で
は
今
後
、「
N
A
R
I
T
A
み

ら
い
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
た
施
策
を
実
行

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ず
っ
と
住
み
続

け
た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
企
画
政
策
課（
☎
20
‐

1
5
0
0
）へ
。

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

目
指
す
べ
き
将
来
の
市
の
姿
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た

方
向
性
を
指
し
示
す
市
総
合
計
画「
N
A
R
I
T
A
み
ら
い
プ
ラ
ン
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

総
合
計
画「
N
A
R
I
T
A
み
ら
い
プ
ラ
ン
」が
ス
タ
ー
ト

成田空港から飛び立つ飛行機

基本計画

実施計画

基本構想

①事務事業の内容を規定
②財政計画、施策ごとの主要事業の内容、年次計画など
③目的を明確化し実効性を持たせるために、基本計画（施策）や予算との連動が重要

①定義　②記載内容　③ポイント
①市政の将来像を規定
②将来都市像、まちづくりの基本姿勢、土地利用の基本方向など
③計画の実現可能性に配慮しつつも、将来のまちづくりを見据えて「夢を描く」ことが重要

①施策の内容を規定
②全ての施策について、施策ごとの目指す姿・評価指標・主要事業など
③施策の実現に向け、実効性を持たせるためにも、実施計画（事務事業）との連動が重要

総合計画「NARITAみらいプラン」の構造
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基本方向 基本目標 基本施策 基本方向 基本目標 基本施策

1

3

5

2

4

6

安
全
・
安
心
で
う
る
お
い
の
あ
る

生
活
環
境
を
つ
く
る

【
住
環
境
】

地
域
文
化
を
生
か
し
、

未
来
を
担
う
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

【
教
育
・
文
化
】

活
力
あ
る
産
業
を
育
て
、

に
ぎ
わ
い
や
活
気
を
生
み
出
す
ま
ち
を
つ
く
る

【
産
業
振
興
】

健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
、

共
に
支
え
合
う
社
会
を
つ
く
る

【
保
健
・
医
療
・
福
祉
】

空
港
の
機
能
を
最
大
限
に
生
か
し
、

魅
力
的
な
活
気
あ
ふ
れ
る
都
市
を
つ
く
る

【
空
港
・
都
市
基
盤
】

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、

持
続
可
能
な
自
治
体
運
営
を
行
う

【
自
治
体
経
営
】

1-1

3-1

5-1

2-1

4-1

6-1

1-2

3-2

5-2

2-2

4-2

6-2

1-3

3-3

5-3

2-3

安全・安心に暮らせる
まちづくり

心豊かな人を育む
まちづくり

地域資源を活用した
にぎわいのある
まちづくり

安心して子どもを産み
育てられるまちづくり

空港を生かした
活気あふれるまちづくり

市民が参加する
協働のまちづくり

空港と共生し安心して
暮らせるまちづくり

学び、文化を育て、
スポーツを楽しむ
まちづくり

元気な農林水産業を
育むまちづくり

やさしさと思いやりに
満ちた支え合いの
まちづくり

魅力ある機能的な
まちづくり

経営的な視点に立った
効率的なまちづくり

快適でうるおいのある
まちづくり

国際性豊かな
まちづくり

商工業が活力を
もたらすまちづくり

健康で笑顔あふれる
まちづくり

1-1-1 災害などに強いまちを
つくる

1-1-2 犯罪や事故などが起こ
りにくいまちをつくる

3-1-1 成田の未来をつくる義
務教育を推進する

5-1-1 成田特有の観光資源の
更なる活用を図る

3-1-2
学校・家庭・地域が一
体となった教育体制を
つくる

2-1-1 子どもの健やかな成長
を支援する

2-1-2 安定した子育てを支え
る基盤を整える

4-1-1 空港を生かしたまちづく
りを推進する

4-1-2 空港を活用し新たな成
田の魅力を開発する

6-1-1
人権が尊重され男女が
共に参画する社会をつ
くる

6-1-2 コミュニティ活動を活性
化する

1-2-1 空港と共生する生活環
境を整える

1-2-2 空港周辺地域の振興を
図る

3-1-3 幼児教育を推進する

5-1-2 魅力ある国際性豊かな
観光地づくりを推進する

3-1-4 青少年を健全に育成する

5-2-1 豊かな農林水産資源を
次世代に引き継ぐ

2-2-1 高齢者の生きがいづく
りを支援する

2-2-3 障がいのある人の自立
した生活を支援する

2-2-5 社会保険制度を安定的
に運用する

2-2-2 高齢者が安心して生活
できる体制を整える

2-2-4 生活の安定を確保して
自立・就労を支援する

4-2-1
地域特性を生かした土
地利用と快適な市街地
形成を図る

4-2-3 大学を活用したまちづく
りを推進する

4-2-2 道路ネットワークと交通
環境を整える

6-2-1
市民満足度を重視した
行政サービスの向上を
図る

6-2-3 情報の共有化によるま
ちづくりを推進する

6-2-4 広域連携を推進し、地域
の一体的発展に努める

6-2-2 効率的・効果的な行政
運営に努める

1-3-1 住みやすく快適な生活
環境を整える

1-3-3 ごみ処理の適正化と環
境衛生の向上に努める

1-3-2 水の安定供給と汚水処
理の適正化を図る

1-3-4 地球環境にやさしいま
ちをつくる

3-2-1 市民が学び成果を生か
すまちづくりを推進する

5-2-2 安定した農業経営を支
援する

3-2-3 スポーツに親しめる環境
をつくる

5-3-2 市民が快適に働くことの
できる労働環境を整える

3-3-1 国際理解を促進する

3-2-2 成田の地域文化や伝統
を学ぶ

5-3-1 商工業の活性化を図る

3-3-2 国際交流を推進する

2-3-1
子どもから高齢者まで
みんなの健康づくりを
支援する

2-3-2 地域医療体制の充実を
図る

6-1-3 市民との協働の仕組み
をつくる
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